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　　　　　　　第Ⅴ章　　平安時代の遺構と遺物

　平安時代の遺構は総数で246基検出された（柱穴を除く）。内訳は、建物跡41軒、掘立柱建物跡11軒、

土坑86基、溝跡108条、その他の遺構 7基である。

　竪穴住居跡には以下に記すような共通点が伺えた。それは、①カマドが付設される壁面の外方に掘

立柱建物跡が検出され、②カマドが付設されない三壁面の外側にＵ字形の溝跡が検出され、また、③

Ｕ字形の溝跡の末端に土坑が付随し、④その堆積土中に粘土と焼土が検出されるというものである。

　これら竪穴住居跡の周囲に検出される溝、土坑、掘立柱建物跡はあくまでも竪穴住居跡とは接しな

い状態で検出されたものであるため、本来的には個別に記載すべきものであるが、各々の遺構の一定

した検出位置より判断して、それらを一体のものとしてとらえ、さらにそれら一体の遺構群を一括し

て「建物跡」と総称し、またその場合の竪穴住居跡は「竪穴部」、溝跡は「外周溝」、掘立柱建物跡は

「掘立柱部」と特別に呼称した。

　調査区の南域には環濠が検出され、その内側には建物跡、土坑、溝跡等の遺構が検出された。内側

において検出された遺構のどれが環濠に伴うものかといった確実な根拠は得られなかったものの、環

濠と建物跡とを全く切り離して記載するのは余りに消極的であると考え、あえて環濠の内側において

検出された遺構は独立させ、第 6節において記載することとした。

　第1節　建物跡
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